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▶ 2020 年度 ────────────── 
研究 ジェンダー 研究  

 

名 ⽐較 前期  
主題と ジェンダー関 の研究に取り でいる 後期 ⽣を対 に研究 と を 的とする ミ。期
には研究 を 本 成させることを 的とする。 

名 ジェンダー学際研究 通年不定期  
主題と ジェンダー学際研究 のドク ー ⽣を対 に 指導を う。 

 

名 ジェンダー 学 前期  
主題と 国際 会学やフェミ スト 学のなかの移動とジェンダーに関わる課題を った ストの を通

て、フェミ スト・ プロー に く実 的 会 学研究の⼿ について学 。 

名 ジェンダー 学 後期  
主題と 国際 会学やフェミ スト 学のなかの ⽣ とジェンダーに関わる課題を った ストの

を通 て、フェミ スト・ プロー に く実 的 会 学研究の⼿ について学 。 

 

研究 ジェンダー  

 

名 フェミ ム理 の 点 前期  
主題と 初学者を対 に、ジェンダー の 的 を め、1990 年代以 のフェミ ム理 の新たな 期に

お る重要な理 的 点の理解を 的とする。 Gender, Sexuality, and Violence against Women and Minorities を ー に
、ゲスト 、グループワークを う。 に Sexuality に関する がジェンダー とどう交 するのか 的、理

的に し、今 世界的に広がっているジェンダー・セクシ リ ィーポリ ィクスのあり について する。 

名 フェミ ム理 の 点・ 後期  
主題と 前期に続き、フェミ ムやジェンダー研究の 的 や を理解した上で、1990 年代以 のフェミ

ム理 の新たな 期以 取り上げられてきた重要な理 的 点に取り み、 本 び を でいく。 

名 国際 会ジェンダー 前期  
主題と 開 とジェンダーにかかわる課題 の の や視 に き、海外 び国内のフィールド調査から

たデー の する能⼒を う。 を 的に み解くとともに、各 の研究 を 果的にプ ン ーションする
など、研究者として必要な 本的な能⼒を につ る。 

名 研究 必修 通年不定期  
主題と 各 の ー の修 の 成に わる研究を う。指導教 の下に、その研究に関して重要 などの

、 、 の⼿ について、 ⾒交 ・ を うなどの のほか、また年数 の修 会での
を課し、修 の 成を る。 

 
名 ジェンダー 必修 前期  

主題と ジェンダー 会 学 の 本 として、フェミ スト・ プロー の重要性と 性を学 とともに、
ジェンダー視点に く 会 学研究の の広がりを理解することを 指していく。また、 の 集や リス
トの 成 、プ ン ーションの など、ジェンダー 会 学 での⼤学 ⽣活に必要なス ルを実 的に に

る 必修 。 

 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

名 ジェンダー 会 学 後期  
主題と 的な の みを通 て、 会 構 の 動とジェンダーに関わる理 的・実 的研究や、フェミ
スト・ プロー による 状 の⼿ を学 。 

 
名 国際 会ジェンダー 後期  

主題と AIT ワークショップ 本 94〜95 者に向 て、 来、NGO や国際機関で国際 ⼒の
事につくことや、国内外を わ ⼥ 同 進 機関で くこと、あるいは研究者としての⼒を うことを する

の育成を して、国際 会にお るジェンダーの 題を、 上国 や 続可能な教育などを実 している 場の
を聴きつつ、理 的に するのが主題である。 にお るジェンダー や 等 、フェミ ム的視点の
性を し、各 のジェンダー理解を ラッシ ップすることが である。 

 
 

 
名 ⽐較ジェンダー 後期  

主題と ジェンダー視点で 本や国際 会の 題を⽐較的に する。 、視聴 、グループワーク、ゲス
トスピーカーの などを 多 な で 的視点を うのを 的とする。 

 

名 グローバル と 後期  
主題と グローバル という について ⾒を める。とりわ ジェンダーの視点からこの を 的に
する。 グローバル のなかで、 本および世界の 地 において、⼥性と 性の がどのように してきたのか

を理解する。 

名 グローバル と 前期  
主題と グローバル と に関わる理 的 を で し、 する。とりわ フェミ スト・ プロー

に く研究の に 的に れ、グローバル という がジェンダー、 ス シ ィ、 ーション、 、セクシ
リ ィ等の の交 性 イン ーセクショナリ ィ と不可 に びついていることを理解する。 

名 グローバル 学実 通年不定期  
主題と グローバル 学 が する 々な機会を び、 ー を決めて実 を うことで、 的多 性につ

いての 題 を い、グローバル への を につ ることを 的とする。事前の学 、事後 を 務 る。 

名 グローバル 学 前期  
主題と 度の世界⼤ を した は、こうした を 度と り すまいと、対 から ⽣に向 て新たな
みを始めた。しかしながら、 年の ジ 、 リカ、中 、 ーロッパで きている 々な事 は しろ、移 や難
から を閉 したり、対 ではなく ⼒による解決を めたりするなど、 ⽣はおろか び対 への へと 戻りし

ている を している。 後 い めてきた ⽣は⾒果て にす なかったのか。グローバル 学 の教 が、そ
れ れの から しつつ、 に解決の を する。 

名 ジェンダー  グローバル とジェンダー 前期  
主題と のグローバル が私たちの⽣ のありかたにどのような影響をもたらしてきたのかを、ジェンダー

の視点から する フェミ ムが のグローバル をどのように してきたのかを学び、 らの 的実 に
いてその について する。 

名 国際開 前期  
主題と グローバル と に関わる理 的 を で し、 する。とりわ フェミ スト・ プロー

に く研究の に 的に れ、グローバル という がジェンダー、 ス シ ィ、 ーション、 、セクシ
リ ィ等の の交 性 イン ーセクショナリ ィ と不可 に びついていることを理解する。 
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 2020 年度 研究  
 

 
  

ジェンダー研究所はジェンダーの視点から学際的・国際的な研究を 進する 世代の研究者育成も ってい
る。 所 教 の指導のもと、2020 年度は以下の ⽣が 前期課 を修 した。 

 

ジェンダー  
 

名   
指導教 申 IGS 教授  
修 イトル 度 ジェンダー  
要  
本研究は 本で が⼀ した とその について ⻑ やミ ジ ー ⼥性 視 などの

ジェンダー の 点から し、 が 事 度 び 構 に える影響 びにジェンダー・パ ー
ンの実態について らかにするものである。 調査と 本の 機関 8 において をもつ
⼥ 12 に 構 イン ビ ーを実施した。 を り として 本型 にお る課題を り

し、 題の解決に向 た⼀ となることを期待している。 
 

名 ⾼   
指導教 申 IGS 教授  
修 イトル を事  
要  

々の⽣きた の さを⾒ とすことなく、いかにそれ れの⽣の改善に向 、 策を に構
・実施することができるのかという 題 のもと、 交 性 の に し、 策にお る交 性

の 性と課題に関して を った。 に当たっては、 本の 者 策の中で 進されて
いる中 を 的な事例に、交 性 を った。 
 

名  理 
指導教 申 IGS 教授  
修 イトル ン ン ン

を し 事 研究  
要  
オンライン・ ラス ントの ーゲットにされる⼥性 は数多く するが、関 研究は ほと
ど せ 、その実態は らかになっていない。本研究では、 会を構成する ンバーのうち、 ⼥

性 、 地 会 、 と 以外の 、 年 が い 50 以下 という 性を つ
たちに して、その たちがオンライン上で している ラス ントの実態や構 を らかにする。 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 
名 ⻑   

指導教 申 IGS 教授  
修 イトル 的 的 を

 
要  
2000 年代以 の 国 会において、 的・ 的に され、 した同性 に対して、性的
数者はどのように できるのか。 国にお る クィ ਮ߭ に し、性的 数者は 不

可能 な者として、 主主 の を するプロセスのなかで、 いの を 題 しながら、 定
された や 置を るがし、 や の そのものを する可能性を っていることを ら

かにした。 
 

名  新  
指導教 ⼤  IGS 教授  
修 イトル ジェンダー ー

ー ン 業 ⽬して  
要  
本研究は、中国・⼤ の⼤ ⼥性が就 において しているジェンダー について、この地

の 業である 本向 ービス・ ウト ーシング 業に 点をあてて実 的に するものであ
る。 的には、 研究に え、2020 年 8 ⽉から 10 ⽉にか て⼥性 8 名、 性 1 名の調査対 者に
対して った 構 イン ビ ーに き、⼤ の⼤学で 本 を学 だ⼥性たちが就 において

している の実態をあきらかにした。 
 
 

 IGS 所 教 が副査を務めた 2020 年度 前期課 修 者・ 後期課 学 取 者と
イトル 
 

ジェンダー  
名  ⼦ 

副査 ⼤  IGS 教授  
修 イトル ン ジェンダー

ー  
 

ジェンダー 研究  
名 本  

副査 ⼤  IGS 教授  
イトル ジェ

的  
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ど せ 、その実態は らかになっていない。本研究では、 会を構成する ンバーのうち、 ⼥

性 、 地 会 、 と 以外の 、 年 が い  以下 という 性を つ
たちに して、その たちがオンライン上で している ラス ントの実態や構 を らかにする。 
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プロジェクト 

 2020 年度 研究  
 

 
  

ジェンダー研究所はジェンダーの視点から学際的・国際的な研究を 進する 世代の研究者育成も ってい
る。 所 教 の指導のもと、2020 年度は以下の ⽣が 前期課 を修 した。 

 

ジェンダー  
 

名   
指導教 申 IGS 教授  
修 イトル 度 ジェンダー  
要  
本研究は 本で が⼀ した とその について ⻑ やミ ジ ー ⼥性 視 などの

ジェンダー の 点から し、 が 事 度 び 構 に える影響 びにジェンダー・パ ー
ンの実態について らかにするものである。 調査と 本の 機関 8 において をもつ
⼥ 12 に 構 イン ビ ーを実施した。 を り として 本型 にお る課題を り

し、 題の解決に向 た⼀ となることを期待している。 
 

名 ⾼   
指導教 申 IGS 教授  
修 イトル を事  
要  

々の⽣きた の さを⾒ とすことなく、いかにそれ れの⽣の改善に向 、 策を に構
・実施することができるのかという 題 のもと、 交 性 の に し、 策にお る交 性

の 性と課題に関して を った。 に当たっては、 本の 者 策の中で 進されて
いる中 を 的な事例に、交 性 を った。 
 

名  理 
指導教 申 IGS 教授  
修 イトル ン ン ン

を し 事 研究  
要  
オンライン・ ラス ントの ーゲットにされる⼥性 は数多く するが、関 研究は ほと
ど せ 、その実態は らかになっていない。本研究では、 会を構成する ンバーのうち、 ⼥

性 、 地 会 、 と 以外の 、 年 が い 50 以下 という 性を つ
たちに して、その たちがオンライン上で している ラス ントの実態や構 を らかにする。 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 
名 ⻑   

指導教 申 IGS 教授  
修 イトル 的 的 を

 
要  
2000 年代以 の 国 会において、 的・ 的に され、 した同性 に対して、性的
数者はどのように できるのか。 国にお る クィ ਮ߭ に し、性的 数者は 不

可能 な者として、 主主 の を するプロセスのなかで、 いの を 題 しながら、 定
された や 置を るがし、 や の そのものを する可能性を っていることを ら

かにした。 
 

名  新  
指導教 ⼤  IGS 教授  
修 イトル ジェンダー ー

ー ン 業 ⽬して  
要  
本研究は、中国・⼤ の⼤ ⼥性が就 において しているジェンダー について、この地

の 業である 本向 ービス・ ウト ーシング 業に 点をあてて実 的に するものであ
る。 的には、 研究に え、2020 年 8 ⽉から 10 ⽉にか て⼥性 8 名、 性 1 名の調査対 者に
対して った 構 イン ビ ーに き、⼤ の⼤学で 本 を学 だ⼥性たちが就 において

している の実態をあきらかにした。 
 
 

 IGS 所 教 が副査を務めた 2020 年度 前期課 修 者・ 後期課 学 取 者と
イトル 
 

ジェンダー  
名  ⼦ 

副査 ⼤  IGS 教授  
修 イトル ン ジェンダー

ー  
 

ジェンダー 研究  
名 本  

副査 ⼤  IGS 教授  
イトル ジェ

的  
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